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は し が き

糞線虫の駆虫に関する研究はDe　Langen　（1928）以来

幾多の試みがなされ，多くの薬剤に就いて検討されてい

るが，現在駆虫効果に信頼のもてるものとしてはゲンチ

アナビオレット，ジチアザユンの2 種があるに過ぎな

い．しかしながらこの2 種とも胃粘膜に障害を与え，この

副作用をとる為に，被膜された製剤で提供されているが

効果の点で十分と言えない状況であった．田中・城間・

熊田ら（1960）はゲンチアナビオレットに就いて・田中・

城間・天野（1960）はジチアザユンに就いて被膜が効力

を低下させている事を明らかにし，効果的に投与出来る

錠剤被膜の条件や投与法の検討を行なったが症例の治療

にあたり各個人差が多く困難をきわめていた．近年ピル

ビニウム剤が蟯虫駆虫に応用され，断片的な糞線虫駆虫

の報告がみられ，しかも懸濁液が利用出来るところから

上述のような被膜の問題にとらわれずに効果判定ができ

るという長所に目をつけ本格的な検討を試みた．すでに2

例について予報として報告したが（田中，　1964），本研

究ではさらに寄生濃度の高い12例に就いて投与した結果

秀れた駆虫成績を得，患者間に個体差がみられずしかも

容易に効果的な駆虫が出来たので報告する．

方　　　法

対象は奄美大島本島各地，沖縄本島与那原町附近の保

筆者の中， 田中は本研究を名瀬逓信診療所勤務，東

大 伝研奄美 出張 所併任 の際 に行っ たものであ り，一部

は鹿 大医学部附 属熱帯 医学研究施設を使用した．

（20 ）

虫者 のうちから寄生 濃度の高い12 名を選定した．

薬剤 はピルビニウム・パモエート懸濁液を用い，1 日

量 は 体重1kg 当り塩 基 として5mg を就寝前に1 回投

与し5 日間連用し た．錠剤との比較には同剤の等量を用

い た．

糞便検査は普通 よりや や淡 く塗っ た塗抹標本3 枚を検

鏡し， 幼虫数 の平均値 を とっ て そ の日の 排 泄濃 度とし

た．

精密検査を必要 とした症例には試験管 濾紙培養 法と温

水誘致法を併用した （田中，　1958）．

駆 虫 効 果

実際 に駆 虫を行なっ たものの中，前検便で寄生 虫数 の

多 かっ た10例の15日間の成績は第1 表に示す通 りである

前 検査 の糞 便塗抹1 枚の虫数は最高800 で，　200 以上 の

者 が5 名含 まれ てい るが15日以 内の成績では第4 例 と第9

例の2 名 を除い ては全 くO となっ てい る，なお投薬中

の幼 虫数 の移動経 過をみると虫数は投薬開始第2 日目よ

り著るし く減少し ，早 ければ3 日目，おそく とも5 ～6

日後にはO となる ．便中のR 型 幼虫の状況を第5 例でみ

る と，1 日後の便 では標本 中の1 ／3の虫体は運動 せず，2

日目では殆 んど死亡 虫体，3 日目では全て死亡し てい

た．効果判定を さらに正 確にする為 ，この例で塗抹法以

外に試験管内培養法 と温水誘致法 を併 用して検出したが

塗抹法で4 日後 より陰性 の所培養法 では1 日後 から陰性

温水誘致法では3 日後 より陰性であっ た． これらの経過

よりピルビニ ウム剤には殺幼虫作用 があ るものと思 われ

－
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数値：塗抹 標本3 枚 中の平均幼虫数　F ：　F型幼虫　R ：　R型幼虫

塗：塗抹 法　培 ：培 養法　温：温水誘致法

た． なおこの例で便 の着 色は投 薬中止後4 日後迄続いた

の で培養法，温水誘致法 で駆 虫効果 の判 定を試みたい場

合には，投薬終 了後数 日たたなければ正確な判定は出来

ない ものと思 われる．

幼虫検出 を行 なう際 ，塗抹 標本中の駆 虫排泄された寄

生 世代雎虫 も注意し て検 出にっ とめた．検出され たのは

第4 ・5 イ列と後述 の第12例のみで，第4 例では投薬開始

後4 ，5 日に各 々10標本中に1 匹，第5 例では2 日後に

便0 ．5g中よりn 匹，第12 例 では4 日後に10 標本中に8

匹でい ずれも検出しにくく，虫体 も変性している 個体

が多 かっ た． ゲンチアナビオレ ットでは容 易に排出 され

た成 虫が検出され，形態もかな り整っ てい るのに比べ著

しい 相違 と思われる （写真1 ）．

喀痰 中に虫体の検出された第1 例及び第4 例 では，F

型 幼虫は投 薬後きわ めて徐々に減少し てお り， 薬剤は体

内 移行虫のF 型 幼虫には直接作用せず， むしろ 寄生世代

成 虫の死滅 により，新たな体内浸入が なくなっ た為 の減

少 のように思われる．又第4 例では 喀痰 にR 型 幼虫が検

出 されてい たが，駆虫によって影響 がみ られず薬剤は喀

痰 中のR 型 幼虫や肺寄生の成虫には作 用し ない と判定 さ

れ た．
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15日以内に陰転しなかつだのは第4 例と9 例だけで，

この第4 例では12日後に再発を起しているL その原因は

成虫の不完全な駆除というより，体内移行を続けている

多数のF 型幼虫，或は気管支内寄生の成虫より産出され

た幼虫の新たな腸管内定着と考えられた．

錠剤と懸濁液の効果の比較

ピルビニウム懸濁液は以上のように著るしい効力を示

したが，錠剤では殆んど効果を認めなかった．第11，　12

例の2 名について，先ず錠剤を飲ませて経過を観察し，

錠剤投薬開始後15日に同一人に懸濁液を投与した．結果

は第1 図に示すように前者では全く幼虫減少がみられず

後者では著しい効果を現わした．

その原因を調べる為に排出された便中の薬剤の分散の

状況をみたところ懸濁液では肉眼的に便は一様に赤く染

まってみえ，顕微鏡的にもかなり一様な薬剤の分散を認

めることが出来た．一方錠剤投与では便が赤く染まる状

況は明らかでなく，顕微鏡的には塊状，顆粒状に集合し

た薬剤集落がみられ，分散は著るしく不均等であった

（写真2 ）．従って成虫の寄生している小腸上部における

両者の分散の度合はさらに差があり，錠剤では薬剤が成

（2）　 （3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）　 （7）　 （8）　 （9）　（10）
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写 真1　 排泄 さ れ た 寄 生 世 代 雌 虫　 第5 例2 日後
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第1M　 懸 濁液と錠剤の効果比較（2 例）

写真2　 便中の薬剤分散状況 の比較（左） 懸濁液（右） 錠剤服肚 顕微鏡写真

虫に接する機会 が極 度に減少するた めと思 われる．

長期観察例

以上 の症例の中第3 ・4 ・5 ・6 例 の4 例は長期 にわ

たり後観察を行なっ た．第3 例（第2 図）で は当初1 塗抹

標本 中200 以上の幼虫が検出された が103 日の期間 の中5

日後から陰性 ，以後塗抹陰性で26 日後に培 養によるご

く少数 の幼虫検出が一度あっ たのみで再発 はみ られなか

っ た．第5 例（第3 図）は幼虫数100 以上であっ たが65日

間 の観 察期間中，塗抹 ，培養，温水誘致 の3 法併用 の検

出を行 なっ たが5 日以 後は全く便から幼虫が検出で きず

又再発 もみられなかっ た．第6 例では駆虫誚塗抹標本 中65

．7匹であっ たが216 日間の観察期間中4 日以後は塗抹

陰性で，途 中5 本 の試 験管培養中2 匹の虫体を1 度 だけ

検出し たのみで再発はみられなかっ た（第4 図）．
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第2［乂l　ピルビニ ウム・パモエ ート懸濁液，1 巨体

重1kg 当り5mg 投与後の 長期観察。　↓投薬

日， 幼虫数：塗抹標本3 枚中 の平均値

No ．　3　（M ．S．　S ）　　（十）培養陽性

第4 例（第5 図）は呼吸 器系寄生 かあリ，複雑 な経 過を

辿 り，再度 の駆 虫を必 要とした。本例では投薬後5 日目

に便中R 型幼虫は1 度陰性 になっ たが，喀痰中 のF 型幼
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第3 図　No．　5　（S．M．♀）塗抹，培養，温水誘致法

との比較　記号：第2 図に同じ
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第4 図　No ．　6　（S．M．　＄）塗抹，培養法の併川

記号：第2 図と同じ

虫 の減少 は徐々 でR 型 幼虫は殆ど影響が なかった．本例

は12日後に再び 便中に幼 虫が出現し，21 日FIから再駆 虫

を行なっ たが，25 日以後便中 のR 型 幼虫は81日目迄に2

回少数検出した のみで他 は陰性 ，第2 回駆虫後は疾内F

型幼虫はき わめて少数に なっ たが，獄 内R 型幼虫は著る
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第5 図　No ．　4　（K ．S．♀） 呼吸器系寄生例，2

回治療　 記号：第2 図 と同じ

しい 変化 もなく其 の後もしばしば検出されてい る．しか

し ながらこ の2 回 の駆 虫で臨床症状は著 るし く好転した

（写 真3 ）．

こ れら4 例の長期観察 の結果 ，単純 に腸管に寄生し て

い る糞線虫症 の場 合は，寄生 数が相当多く とも1 回 の投

薬でほぼ完全 に駆 虫出来ることが明らか となっ た．

なお別 に1 例の 尺／，晶 ぶtis　sp．の腸管寄生例 に同 剤投

与 を行 ない ，駆虫に成功した．本例 は10歳の男子で5 ヵ

月 以上 尺／z砧ぷ’tis　sp．を排泄し，下 痢を続けてい たが，

ピルビニ ウム懸濁液5　mg／kg　2　日投与 で陰転し，2 ヵ月

後迄の観察で は再発 は起っ てい ない．

考　　 察

本 研究では薬剤 の効果を はっ きりさせる為に寄生濃 度

の高い保虫者を対象 にとっ て，その駆虫経過 を便 内幼虫

写真3　 第4 例重 症例の治療効果

左：治療 開始8 口後， 右：45 日後同一人

（　23　）
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戮 で表 し，詳細に検討を加え た結果 ，人 糞線 虫駆 虫の為

に はピ ルビ ニウム・パモエート懸濁液 が秀れ ているこ と

が明ら かに された．しかし同薬剤 の錠剤 を用い た湯 今は

そ の効力 は殆んどみられず，糞線 虫駆 虫には懸濁 液を用

い なけ れば効果的 に行なわれない．同一 の薬 剤を使用し

て 伝 その形 態で効力差がこのよ うに 異なるこ とは興味

深いこ とである．副作用 は1 日5　mg／kg位では殆 んど問

題にならず， 従来 のゲンチアナビオ レットやジチ アザエ

ンに比 べ安 心して使用出来，懸濁液を用いている限 り，

その成績は殆 んど一定し ており，実用に供しやすい薬剤

と考えられる．用量 としては1 日体重1kg 当 り5mg 以

上 を必要 とし ，投 与法は分服より一度に高濃度を投与 す

る方が よい様 で，本 研究では就寝前に頓用させた． なお

投用期 間は5 日以上 連用する必要がある．

この薬剤 は殺幼 虫作用がある為糞便中に薬剤 の混入し

ている間は たとえ幼 虫が排 泄されていて も死虫である為

塗抹法でも 検出し にくく，培養法や温水銹出法では検出

されず，効果 判定 の時期 と方法 を選ぶ必要がある．本研

究で示した便中 の幼 虫の消長 から効果判定は薬剤投与終

了後1 週間 目位 が適 当であろ う．

本薬剤は腸管外にい る成 虫や 体内移行中のF 型幼虫に

は無効であるので，腸管外 寄生 のある場合はあま り効果

判定の時期をおくらせる と，場 合によっ ては再発の有無

を調べる結果と同一 となっ てし まうので注意を要する．

今日得 られる薬剤では未 だ腸管外 の虫体に有効 のものは

ない．

なお一 度完全に駆 虫されている症例 でも数 力月 後に再

発 による少数の幼虫出現がある．こ れは駆 虫にあっ て取

り残 された幼虫からのもの とい うより，体 内移行中で薬

剤にふれ得 なかっ た幼虫の新た な腸管定着に よるものと

考える のが妥当と考えられる．しかし軽度 でも再発 が起

れば さらに寄生戮の増加の可能性 が起る ので，本剤 で駆

虫し，一応陰 転し た場合でも戮 力月後に再 検査し て，再

駆 虫の必要があると考えられる．

これら の 考 察のもとに 従来の研究の 結果を みる と，Weston

gにil．　（1953） はピルビニ ウム剤溶液をラ ット に

与え，こ れに実験的 に感 染させた ざ．り 垳 の駆虫実験 を

している が90 ％ 以上 の 陰 転率を得ているBrown 　＆Sterman

　（1958） は成 人に1 日50mg　3　回投与，7 日連用

で，判定を戮 力月後に行 ない80 ％の陰転を示したことを

報 告し ている，薬剤 の形態 は不明であ るが，1 日計150mg

の少量でしかも3 回の分服法を用い たにしてはこの

陰転率 は高いMeira ，　Neto　＆　Campos 　（1961 ）は20人

（　24　）

中主として錠剤を用い，そのうち4 名には懸濁液を与え1

日5 ～lOmg／kg　3　日投与を行ない3 人の陰転をみてい

るが，錠剤で3　Fj投与では十分な効果は期待出来ないも

のと考えられるThompson ，　Worley　＆　Meisenhelder

（1962）はアカゲザルの糞線虫に対し5 ～8mg／kgを投

与し無効であったとし，対照にとったゲンチアナビオレ

ットは20mg ／kg以上で，ジチアザユンは80mg ／kgで有

効であるとしているWagner 　（1963）は34 人の保虫者

にカプセル入りの薬剤を1 日10～35mg／kgを3 ～5 日

投与し26人の陰転を確認しているが，著者らの懸濁液使

用に比し大量を用いている割には成績がよくない．　Met－zel

　（1963）は生後18 ヵ月のシロップしか服用出来ない幼

児1 例を懸濁液で治療し，1 日25mg　2回1 週間連用で

再発なく良い結果を得，同時に排出された寄生世代雎虫

を検出している．

本研究は以上の症例報告や集団駆虫の成績と比べると

対象を寄生濃度の高い保虫者に限定し，しかも各例の経

過を十分観察し，懸濁液を用いなければならない意義を

明らかにし，薬剤の効果を一層精密に評価し得たものと

考えられる．

ま　と　め

1， 糞線虫の高濃度寄生者10例にピルビニウム・パモ

エート懸濁液1 日体重1kg 当り5mg を就寝前1 回投

与，5 日間連用し投与開始より15日目の成績では8 名の

陰転をみた．残った2 名の中1 名は気管支粘膜寄生例で

投与後一度O になったものが再発したもので，他の1 例

も残った幼虫数が少なく，腸管外寄生が推定されたもの

である．上記投与法で腸管に寄生しているものは大部分

駆虫出来るものと考えられた．投与後2 ～5 日後に排泄

成虫も検出することが出来た．又この量では副作用は殆

んど認められなかった．

2． ピルビニウム剤の錠剤と懸濁液の比較を上記と別

の2 例に就いて行なったが5　mg／体重1kg では錠剤は

殆んど効果がみられず，排出された糞便内の薬剤の分散

は錠剤では著しくわるく糞線虫成虫に十分薬剤が接しな

い所に効果のみられない原因があると思われた．

3．　4例について216 日，　103日，81 日，65 日の長期

観察を行なった結果，呼吸器寄生の1 例に再発をみとめ

他の2 例は一度ずつ 極めて少数の幼虫の出現はあった

が，元の寄生濃度にもどる程の再発はなく，単純に腸管

寄生の糞線虫症であれば1 回の治療で駆虫に成功するこ

とが判明した．又腸管外の虫体には無効のようである．



4．　本薬剤は殺幼 虫作用 があ り， 糞便 内に薬剤の混入

している時期では たとえ 幼虫がい ても培養法では検出出

来ず，塗抹標本で も死 虫体が多数 認められるので，効果

判定の時期や検 出方法に 十分考慮する必要 かおる．
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STUDIES　ON　THE　TREATMENT　OF　HUMAN　STRONGYLOIDIASIS

WITH　PYRVINIUM　PAMOATE　SUSPENSION

Hiroshi　TANAKA ，

（£）ゆαΓXjj・ent　of　T”opical　Aをdicine 　and 　Parasit ／゚゚ gy，　Facultyo

　y≒Medic からKago 功 加Ul　Unix！
。－sity）

Yoshiyuki　SHIROMA

（£）ゆ・art　men　t　a／≒Medi‘r`“Z　Z゛Z 昭ly，　School　of　Medicine・　TokyoMedical

　and 　De。tal　Unh ・ersity）

＆

Genzo　MITSUI

（j 。nz。li　Research　Station ，　the　Insti・／。XEμ Γ　Infectio。5

Diseases ，ひりiversity　cゾ7 ・夂y。）

1．　Successful　results　in　the　treatment　of　human　strongyloidiasis　were　obtained　by　oraladministrations　of　pyrvinium　pamoate　suspension

．　The　drug　was　given　to　ten　cases　heavilyinfected　by

　Siro。gyloidtびm り7QΓα／八in　the　Amami　and　the　Ryukyu　Islands　south　Japan，at

daily　doses　once　a　day　for　five　days　of　5　mg　per　kilogram　of　the　body　weight．　At　the　fecalexaminations　made　on　the　15

th　day　from　start　of　the　treatments，　eight　cases　turned　out　to　be

（　25　）



26

negative ．　One　of　the　cases　who　stil】remained　positive　was　pulmonary　strongyloidiasis ，　and　theother　was　also

suspected　to　have　heterotopic　infections，　and　remarkable　reductions　in　the　larvalcounts　were　also

　seen　for　these　two　cases．　Almost　no　side　reactions　of　the　drug　were　seen　inthe　above　course

　of　the　treatments．　As　the　results，　pyrvinium　pamoate　in　a　form　of　suspensionwas　considered　most　satisfactory　among　the　previously　known

　anthelmintics　against　Str
。。gyloides 。2

．　Pyrvinium　pamoate　tab 】ets　were　given　to　two　cases　of　strongyloidasis　by　the　samedoses　as

　above ，　but　its　effectiveness　was　much　less　satisfactory．　Presumably ，　this　is　due　to　thefailure　of　an　even　dispersion　of

the　drug　in　the　alimentary　canal　which　is　necessary　to　kill　the

parasitic　females　in　the　intestinal　mucosa 。

3．　The　observations 　of　relatively　long　terms　could　be　made　for　four　cases，　216，　103 ，　81and　65

days　respectively ．　The　relaps　was　seen　in　a　case 　with　infections　in　the　respiratorytracts

．　Reappearances　of　the　larvae　at　fecal　eχaminations　repeatedly　made　after　the　treatmentswere　seen　in　two　cases

，　though　the　numbers　were　eχtremely　small ．　The　above　stated　course　ofthe　drug　treatment　is　thus　estimated　quite　effective　against　the　ordinary

cases　of　alimentary

parasitism　of　Strongyloides 。

4 　The　larval　culture　method　or　the　e χtrac．ting　method　for　the　detection　of　Syr・ngyloidi ？5larvae

in　fecal　specimens　usually　shows　negative　results　during　the　course　of　the　treatments ，because

the　drug　has　larvicidal　effects　so　long　as　it　is　contained　in　the　feces．

（　26　）




